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第３章 一般若年者調査 
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１ 年齢や性別などについて 

（１）年齢 

問１ あなたの年齢をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「50歳～54歳」が22.2％で最も多く、次いで「45歳～49歳」と「60歳～64歳」が21.4％で多くなっている。 

 

（２）居住地区 

問２ お住まいの地区名をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「津田沼、鷺沼、鷺沼台、藤崎」が25.8％で最も多く、次いで「谷津、谷津町、奏の杜」が24.8％で多くなっている。 

  

24.8

11.0

25.8

20.9

17.0

0.5

0% 10% 20% 30%

谷津、谷津町、奏の杜

秋津、茜浜、香澄、芝園、袖ケ浦

津田沼、鷺沼、鷺沼台、藤崎

花咲、屋敷、泉町、大久保、本大久保

実籾、実籾本郷、新栄、東習志野

無回答

回答数：729

16.7

21.4

22.2

17.7

21.4

0.5

0% 5% 10% 15% 20% 25%

40 歳～44 歳

45 歳～49 歳

50 歳～54 歳

55 歳～59 歳

60 歳～64 歳

無回答

回答数：729



 

112 

（３）性別 

問３ あなたの性別をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「男性」が41.8％、「女性」が57.1％で、女性が多くなっている。 

 

（４）家族構成 

問４ 家族構成をお教えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「息子・娘と同居（二世代）」が 49.2％と半数近くを占めて最も多く、次いで「夫婦二人暮らし（一世代）」が
22.9％で多くなっている。 

 

  

10.2

22.9

49.2

11.1

2.7

3.2

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

一人暮らし（一世代）

夫婦二人暮らし（一世代）

息子・娘と同居（二世代）

親と同居（二世代）（同一敷地内や

二世帯住宅も含みます）

三世代以上同居（同一敷地内や

二世帯住宅も含みます）

その他（「１」～「５」以外の世帯）

無回答

回答数：729

男性

41.8%

女性

57.1%

その他

0.3%

無回答

0.8%

回答数：729
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（５）住居の形態 

問５ お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「持ち家（一戸建て）」が43.5％で最も多く、次いで「持家（集合住宅）」が35.9％で多くなっている。 

 

  

43.5

35.9

5.9

0.5

11.9

1.2

0.5

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持家（一戸建て）

持家（集合住宅）

公営賃貸住宅（市・県営、都市機構、公社等）

民間賃貸住宅（一戸建て）

民間賃貸住宅（集合住宅）

借家（賃貸借契約を結んでいない住宅）

その他

無回答

回答数：729



 

114 

２ 健康について 

（１）健康への配慮の状況 

問６ あなたは、日頃、自分の健康に気をつけていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ある程度は気をつけている」が57.6％で最も多く、次いで「気をつけている」が26.3％で多くなっている。両選
択肢の回答割合の合計は83.9％となっている。 

【性別】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 

気をつけてい

る 

ある程度は気

をつけている 

あまり気をつけ

ていない 

気をつけてい

ない 
無回答 

全体 
729 192 420 65 8 44 

100.0 26.3 57.6 8.9 1.1 6.0 

男性 
305 80 167 30 6 22 

100.0 26.2 54.8 9.8 2.0 7.2 

女性 
416 110 250 35 2 19 

100.0 26.4 60.1 8.4 0.5 4.6 

その他 
2 2 0 0 0 0 

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 
6 0 3 0 0 3 

100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 

○性別では、「気をつけている」と「ある程度は気をつけている」を合わせた割合は男性が 81.0％、女性が 86.5％
と女性が5.5ポイント多くなっている。 

【年齢別】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 

気をつけてい

る 

ある程度は気

をつけている 

あまり気をつけ

ていない 

気をつけてい

ない 
無回答 

全体 
729 192 420 65 8 44 

100.0 26.3 57.6 8.9 1.1 6.0 

40 歳～44 歳 
122 29 70 16 1 6 

100.0 23.8 57.4 13.1 0.8 4.9 

45 歳～49 歳 
156 32 95 20 3 6 

100.0 20.5 60.9 12.8 1.9 3.8 

50 歳～54 歳 
162 47 83 10 3 19 

100.0 29.0 51.2 6.2 1.9 11.7 

55 歳～59 歳 
129 31 85 7 1 5 

100.0 24.0 65.9 5.4 0.8 3.9 

60 歳～64 歳 
156 51 86 12 0 7 

100.0 32.7 55.1 7.7 0.0 4.5 

無回答 
4 2 1 0 0 1 

100.0 50.0 25.0 0.0 0.0 25.0 

〇年齢別では、40～59歳と比較して、60～64歳で「気をつけている」が 32.7％と比較的多くなっており、３割台を
占めている。  

26.3

57.6

8.9

1.1

6.0

0% 20% 40% 60% 80%

気をつけている

ある程度は気をつけている

あまり気をつけていない

気をつけていない

無回答

回答数：729
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（２）健康のため実行していること 

問６－１ （健康に気をつけている、またはある程度は気をつけている方のみ） 

何か実行していることがありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「食事、栄養に気をつけている（バランスの良い食事をとるようにしている）」が 67.6％、「定

期的に健康診断を受けている」が 67.5％で多くなっている。 

  

67.6

51.8

50.3

44.4

67.5

33.8

48.4

32.4

29.9

27.1

34.0

31.9

21.6

28.6

0.8

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

食事、栄養に気をつけている（バランスの良い

食事をとるようにしている）

日頃、体を動かしたり、運動をするようにしている

過労に注意し、睡眠・休養を十分とるようにしている

規則正しい生活を送っている

定期的に健康診断を受けている

気持ちをなるべく明るく持つ、または

ストレスを溜めないようにしている

歯や口の健康に気をつかっている

たばこを控えている

お酒を控えている

安全な食品や飲み水に気をつかっている

体の具合が悪いときは、早めに医療機関を受診している

健康について家族や友人などと話をする

役割や目的意識を持って毎日生活している

新聞、テレビ、雑誌などで健康に関する

情報や知識を得るようにしている

その他

無回答

回答数：612
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【性別 健康のため実施していること】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 

合
計 

食
事
、
栄
養
に
気
を
つ
け
て
い
る
（バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
て

い
る
） 

日
頃
、
体
を
動
か
し
た
り
、
運
動
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
る 

過
労
に
注
意
し
、
睡
眠
・休
養
を
十
分

と
る
よ
う
に
し
て
い
る 

規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る 

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る 

気
持
ち
を
な
る
べ
く
明
る
く
持
つ
、
ま

た
は
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
し

て
い
る 

歯
や
口
の
健
康
に
気
を
つ
か
っ
て
い
る 

た
ば
こ
を
控
え
て
い
る 

全体 
612 414 317 308 272 413 207 296 198 

100.0 67.6 51.8 50.3 44.4 67.5 33.8 48.4 32.4 

男性 
247 153 139 110 90 173 72 100 70 

100.0 61.9 56.3 44.5 36.4 70.0 29.1 40.5 28.3 

女性 
360 259 175 197 180 238 133 194 126 

100.0 71.9 48.6 54.7 50.0 66.1 36.9 53.9 35.0 

その他 
2 1 2 1 1 1 1 1 0 

100.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 

無回答 
3 1 1 0 1 1 1 1 2 

100.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 
 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

お
酒
を
控
え
て
い
る 

安
全
な
食
品
や
飲
み
水
に
気
を
つ
か

っ
て
い
る 

体
の
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る 

健
康
に
つ
い
て
家
族
や
友
人
な
ど
と

話
を
す
る 

役
割
や
目
的
意
識
を
持
っ
て
毎
日
生

活
し
て
い
る 

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
で
健
康

に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
得
る
よ

う
に
し
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
612 183 166 208 195 132 175 5 0 

100.0 29.9 27.1 34.0 31.9 21.6 28.6 0.8 0.0 

男性 
247 66 46 75 49 37 46 0 0 

100.0 26.7 18.6 30.4 19.8 15.0 18.6 0.0 0.0 

女性 
360 115 119 132 145 93 129 5 0 

100.0 31.9 33.1 36.7 40.3 25.8 35.8 1.4 0.0 

その他 
2 0 0 1 1 2 0 0 0 

100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 
3 2 1 0 0 0 0 0 0 

100.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 
○性別では、ほとんどの回答で女性が男性を上回っているが、特に「健康について家族や友人などと話をする」、
「新聞、テレビ、雑誌などで健康に関する情報や知識を得るようにしている」、「安全な食品や飲み水に気をつかっ
ている」でその差が大きくなっている。 
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【年齢別 健康のため実施していること】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 

合
計 

食
事
、
栄
養
に
気
を
つ
け
て
い
る
（バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
て

い
る
） 

日
頃
、
体
を
動
か
し
た
り
、
運
動
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
る 

過
労
に
注
意
し
、
睡
眠
・休
養
を
十
分

と
る
よ
う
に
し
て
い
る 

規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る 

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る 

気
持
ち
を
な
る
べ
く
明
る
く
持
つ
、
ま

た
は
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
し

て
い
る 

歯
や
口
の
健
康
に
気
を
つ
か
っ
て
い
る 

た
ば
こ
を
控
え
て
い
る 

全体 
612 414 317 308 272 413 207 296 198 

100.0 67.6 51.8 50.3 44.4 67.5 33.8 48.4 32.4 

40 歳～44 歳 
99 63 46 56 39 57 35 42 31 

100.0 63.6 46.5 56.6 39.4 57.6 35.4 42.4 31.3 

45 歳～49 歳 
127 79 66 55 49 76 39 58 42 

100.0 62.2 52.0 43.3 38.6 59.8 30.7 45.7 33.1 

50 歳～54 歳 
130 92 69 70 58 93 48 68 42 

100.0 70.8 53.1 53.8 44.6 71.5 36.9 52.3 32.3 

55 歳～59 歳 
116 85 60 60 56 85 33 62 38 

100.0 73.3 51.7 51.7 48.3 73.3 28.4 53.4 32.8 

60 歳～64 歳 
137 95 74 65 68 100 51 64 45 

100.0 69.3 54.0 47.4 49.6 73.0 37.2 46.7 32.8 

無回答 
3 0 2 2 2 2 1 2 0 

100.0 0.0 66.7 66.7 66.7 66.7 33.3 66.7 0.0 

 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

お
酒
を
控
え
て
い
る 

安
全
な
食
品
や
飲
み
水
に
気
を
つ
か

っ
て
い
る 

体
の
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る 

健
康
に
つ
い
て
家
族
や
友
人
な
ど
と

話
を
す
る 

役
割
や
目
的
意
識
を
持
っ
て
毎
日
生

活
し
て
い
る 

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
で
健
康

に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
得
る
よ

う
に
し
て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
612 183 166 208 195 132 175 5 0 

100.0 29.9 27.1 34.0 31.9 21.6 28.6 0.8 0.0 

40 歳～44 歳 
99 37 25 21 25 17 18 1 0 

100.0 37.4 25.3 21.2 25.3 17.2 18.2 1.0 0.0 

45 歳～49 歳 
127 32 29 44 36 26 33 1 0 

100.0 25.2 22.8 34.6 28.3 20.5 26.0 0.8 0.0 

50 歳～54 歳 
130 39 41 48 40 27 34 2 0 

100.0 30.0 31.5 36.9 30.8 20.8 26.2 1.5 0.0 

55 歳～59 歳 
116 29 35 42 46 26 39 1 0 

100.0 25.0 30.2 36.2 39.7 22.4 33.6 0.9 0.0 

60 歳～64 歳 
137 46 35 50 45 35 50 0 0 

100.0 33.6 25.5 36.5 32.8 25.5 36.5 0.0 0.0 

無回答 
3 0 1 3 3 1 1 0 0 

100.0 0.0 33.3 100.0 100.0 33.3 33.3 0.0 0.0 

 
○年齢別では、いずれの年代でも「食事、栄養に気をつけている（バランスの良い食事をとるようにしている）」や
「定期的に健康診断を受けている」が多くなっている。 
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【経年比較】①                                    （単位％） 

 

食
事
、
栄
養
に
気
を
つ
け
て
い
る
（バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
て

い
る
） 

日
頃
、
体
を
動
か
し
た
り
、
運
動
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
る 

過
労
に
注
意
し
、
睡
眠
・休
養
を
十
分

と
る
よ
う
に
し
て
い
る 

規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る 

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る 

気
持
ち
を
な
る
べ
く
明
る
く
持
つ
、
ま

た
は
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
よ
う
に
し

て
い
る 

歯
や
口
の
健
康
に
気
を
つ
か
っ
て
い
る 

た
ば
こ
を
控
え
て
い
る 

令和 4 年度調査 

（回答数：612） 
67.6 51.8 50.3 44.4 67.5 33.8 48.4 32.4 

令和元年度調査 

（回答数：513） 
69.6 47.2 44.6 40.7 66.7 31.6 40.0 28.7 

 

【経年比較】②                                    （単位％） 

 

お
酒
を
控
え
て
い
る 

安
全
な
食
品
や
飲
み
水
に
気
を
つ
か
っ

て
い
る 

体
の
具
合
が
悪
い
と
き
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
い
る 

健
康
に
つ
い
て
家
族
や
友
人
な
ど
と
話

を
す
る 

役
割
や
目
的
意
識
を
持
っ
て
毎
日
生
活

し
て
い
る 

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
で
健
康
に

関
す
る
情
報
や
知
識
を
得
る
よ
う
に
し

て
い
る 

そ
の
他 

無
回
答 

令和４年度調査 

（回答数：612） 
29.9 27.1 34.0 31.9 21.6 28.6 0.8 0.0 

令和元年度調査 

（回答数：513） 
20.7 25.0 34.7 33.1 21.1 34.9 1.8 0.8 

 

○前回調査時と比較すると、「お酒を控えている」、「歯や口の健康に気をつかっている」との回答が順に 9.2 ポイント、

8.4ポイント増加している。 
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（３）情報の入手 

問７ 医療や介護についての知識や情報を、何から得ていますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「インターネット（パソコン・スマートフォンなど）」が 71.3％で最も多く、次いで「テレビ」が 59.9％で多くなって
いる。 

 

（４）用語「AＣＰ」の認知状況 

問８ 人生会議またはアドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）※という言葉を知っていますか。 

※もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて前もって考え、家族等や医療・ケアチームと繰り返し

話し合い、共有する取組のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「知らない」が 93.0％で多く、「知っている」は 5.2％となっている。 

  

知っている

5.2%

知らない

93.0%

無回答

1.8%

回答数：729

59.9

71.3

25.1

20.0

3.2

0.4

2.1

32.6

3.8

9.3

0% 20% 40% 60% 80%

テレビ

インターネット（パソコン・スマートフォンなど）

新聞・雑誌・本

医師・病院

市役所

保健所

高齢者相談センター（地域包括支援センター）

家族・親族・知人・友人

その他

無回答

回答数：729
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（５）用語「AＣＰ」を知った場所 

問８-１ （ＡＣＰを「知っている」方のみ） 

ＡＣＰという言葉をどこで知りましたか。 

 

 回答数 ％ 

テレビ・新聞・インターネット 20 52.6 

雑誌・本 4 10.5 

医師・病院 4 10.5 

市役所 0 0.0 

保健所 0 0.0 

高齢者相談センター（地域包括支援センター） 1 2.6 

家族・親族・友人・知人 5 13.2 

その他 4 10.5 

無回答 0 0.0 

全体 38 100.0 

 

○「テレビ・新聞・インターネット」が38人中20人・52.6％と最も多く、次いで「家族・親族・友人・知人」が38人中
5人・13.2％などとなっている。 
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（６）話し合いの推進についての意見 

問９ 人生の最終段階の医療・療養について、あなたの意思に沿った医療・療養を受けるためには、家族

等や医療・ケアチームとあらかじめ話し合い、また繰り返し話し合うことが重要と言われています。こ

のような話し合いを進めることについて、あなたはどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「賛成である」が80.1％で多く、「反対である」は0.7％となっている。 

 

 

（７）認知症状のある人の有無（本人・家族） 

問 10 認知症の症状がある、または家族に認知症の症状がある人がいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「はい」は26.3％、「いいえ」が70.0％などとなっている。 

 

  

賛成である

80.1%

反対である

0.7%

わからない

17.7%

無回答

1.5%

回答数：729

はい

14.7%

いいえ

84.1%

無回答

1.2%

回答数：729
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（８）認知症相談窓口の認知状況 

問 11 認知症に関する相談窓口を知っていますか。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「いいえ」が70.0％で多く、「はい」は26.3％となっている。 

 

（９）認知症に関する相談先 

問 11－１ （認知症に関する相談窓口を知っている方のみ） 

どこに相談すると思いますか、または相談しましたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「医師・病院」が 76.0％で最も多く、「高齢者相談センター（地域包括支援センター）」56.8％、「ケアマネジャー」
46.9％、「市役所」42.2％が続いている。 

  

はい

26.3%

いいえ

70.0%

無回答

3.7%

回答数：729

76.0

17.2

42.2

3.6

56.8

46.9

31.8

34.9

17.2

0.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80%

医師・病院

民生委員・高齢者相談員

市役所

ならしのオレンジテラス（認知症カフェ）

高齢者相談センター（地域包括支援センター）

ケアマネジャー

介護サービス事業所（ホームヘルパー、デイサービス等）

家族・親族

友人・知人

その他

無回答

回答数：192
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【年齢別 認知症に関する相談先】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 

合
計 

医
師
・病
院 

民
生
委
員
・高
齢
者
相
談
員 

市
役
所 

な
ら
し
の
オ
レ
ン
ジ
テ
ラ
ス
（認
知
症

カ
フ
ェ
） 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
） 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
） 

家
族
・親
族 

友
人
・知
人 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
192 146 33 81 7 109 90 61 67 33 1 0 

100.0 76.0 17.2 42.2 3.6 56.8 46.9 31.8 34.9 17.2 0.5 0.0 

40 歳～44 歳 
27 20 7 11 1 16 19 10 15 8 0 0 

100.0 71.4 25.0 39.3 3.6 57.1 67.9 35.7 53.6 28.6 0.0 0.0 

45 歳～49 歳 
28 32 6 14 1 23 22 17 11 5 0 0 

100.0 84.2 15.8 36.8 2.6 60.5 57.9 44.7 28.9 13.2 0.0 0.0 

50 歳～54 歳 
38 35 6 21 1 22 19 14 13 10 1 0 

100.0 79.5 13.6 47.7 2.3 50.0 43.2 31.8 29.5 22.7 2.3 0.0 

55 歳～59 歳 
44 41 7 23 2 34 23 15 20 6 0 0 

100.0 74.5 12.7 41.8 3.6 61.8 41.8 27.3 36.4 10.9 0.0 0.0 

60 歳～64 歳 
55 18 7 12 2 14 7 5 8 4 0 0 

100.0 66.7 25.9 44.4 7.4 51.9 25.9 18.5 29.6 14.8 0.0 0.0 

無回答 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

○年齢別では、いずれの年齢も「医師・病院」が最も多くなっている。「高齢者相談センター（地域包括支援センター）」
はいずれの年齢も５割以上を占めており、「４５歳～４９歳」以上では次いで多くなっている。「４０歳～４４歳」では
次いで多くなっているのが「ケアマネージャー」で６７．９％となっている。 

 

（10）認知症になったときについて 

問 12 今までに、自分自身や家族が認知症になったときどうしたらいいのか、考えたことがありますか。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「考えたことがある」が66.9％で多く、「考えたことはない」は31.8％となっている。 

  

考えたこと

がある

66.9%

考えたこと

はない

31.8%

無回答

1.2%

回答数：729
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【性別 認知症について考えたことがあるか】 
上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 考えたことがある 考えたことはない 無回答 

全体 
729 488 232 9 

100.0 66.9 31.8 1.2 

男性 
305 178 125 2 

100.0 58.4 41.0 0.7 

女性 
416 305 106 5 

100.0 73.3 25.5 1.2 

その他 
2 2 0 0 

100.0 100.0 0.0 0.0 

無回答 
6 3 1 2 

100.0 50.0 16.7 33.3 

○性別では、「考えたことがある」は「女性」が「男性」を１４．９ポイント上回り、それぞれ７３．３％、５８．４％となってい
る。 

【年齢別 認知症について考えたことがあるか】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 考えたことがある 考えたことはない 無回答 

全体 
729 488 232 9 

100.0 66.9 31.8 1.2 

40 歳～44 歳 
122 79 41 2 

100.0 64.8 33.6 1.6 

45 歳～49 歳 
156 95 59 2 

100.0 60.9 37.8 1.3 

50 歳～54 歳 
162 104 58 0 

100.0 64.2 35.8 0.0 

55 歳～59 歳 
129 94 33 2 

100.0 72.9 25.6 1.6 

60 歳～64 歳 
156 113 40 3 

100.0 72.4 25.6 1.9 

無回答 
4 3 1 0 

100.0 75.0 25.0 0.0 

○年齢別では、「考えたことがある」は５４歳以下が６割、５５歳以上が７割を占めている。 

 

（11）認知症になったときについて考えたこと 

問 12－１ （認知症について考えたことがある方のみ） 

どのようなことを考えましたか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「介護のこと」が94.3％で最も多く、「経済的なこと」66.0％、「症状のこと」62.1％が続いている。 

  

94.3

66.0

62.1

10.9

2.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護のこと

経済的なこと

症状のこと

地域との関係

その他

無回答

回答数：488
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（12）認知症になったときについて 

問 12－２ （認知症について考えたことがない方のみ） 

考えたことがなかった理由は何だと思いますか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「自分や自分の家族が認知症になるかどうかを考えたこともなかったから」が77.6％で多くなっている。 

 

 

（13）「認知症サポーター養成講座」受講の有無 

問 13 認知症サポーター養成講座を受けたことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「受けたことがない」が91.1％で最も多く、「受けたことがある」は6.4％となっている。 

  

6.0

77.6

15.5

0.9

0% 50% 100%

自分や自分の家族は認知症に

ならないと思うから

自分や自分の家族が認知症になるか

どうかを考えたこともなかったから

その他

無回答

回答数：232

6.4

91.1

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けたことがある

受けたことがない

わからない

無回答

回答数：729
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（14）１年以内の健康診査受診について 

問 14 あなたは、１年以内に健康診査（特定健康診査、人間ドック、職場の健診等）を受けましたか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「はい」が80.9％、「いいえ」は18.4％となっている。 
 
【性別 1年以内の健康診査受診の有無】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 はい いいえ 無回答 

全体 
729 590 134 5 

100.0 80.9 18.4 0.7 

男性 
305 267 36 2 

100.0 87.5 11.8 0.7 

女性 
416 318 97 1 

100.0 76.4 23.3 0.2 

その他 
2 1 1 0 

100.0 50.0 50.0 0.0 

無回答 
6 4 0 2 

100.0 66.7 0.0 33.3 

○性別では、「はい」は「男性」が87.5％、「女性」が76.4％で、「男性」が「女性」を11.1 ポイント上回っ

ている。 

（15）健康診査を受けた場所 

問 14－１ （健康診査を受けた方のみ） 

どちらで健康診査を受けましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「職場または健康保険組合が行う健康診査」が69.3％で最も多く、次いで「人間ドック」が19.3％で多くなってい
る。  

9.0

69.3

19.3

2.2

0.2

0% 20% 40% 60% 80%

市が行う健康診査等

職場または健康保険組合が行う健康診査

人間ドック

その他

無回答

回答数：590

はい

80.9%

いいえ

18.4%

無回答

0.7%
回答数：729
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（16）健康診査を受けなかった理由 

問 14－２ （健康診査を受けなかった方のみ） 

健康診査を受けなかった理由は何ですか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「時間が取れなかったから」が31.3％で最も多く、次いで「定期的に通院しているから」が18.7％、「面倒だから」
が15.7％となっている。 

 

【性別 健康診査を受けなかった理由】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 

知らな
かった
から 

時間が
取れな
かった
から 

定期的
に通院
してい
るから 

健康状
態に自
信があ
り、必
要性を
感じな
いから 

必要な
時はい
つでも
医療機
関を受
診でき
るから 

面倒だ
から 

その他 

無回答 

全体 
134 2 42 25 7 19 21 16 2 

100.0 1.5 31.3 18.7 5.2 14.2 15.7 11.9 1.5 

男性 
36 1 10 10 3 2 6 3 1 

100.0 2.8 27.8 27.8 8.3 5.6 16.7 8.3 2.8 

女性 
97 1 31 15 4 17 15 13 1 

100.0 1.0 32.0 15.5 4.1 17.5 15.5 13.4 1.0 

その他 
1 0 1 0 0 0 0 0 0 

100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

○性別では、「男性」「女性」は「時間が取れなかったから」が最も多く。それぞれ２７．８％、３２．０％となっている。
「男性」では「定期的に通院しているから」が同率で多くなっている。 

  

1.5

31.3

18.7

5.2

14.2

15.7

11.9

1.5

0% 10% 20% 30% 40%

知らなかったから

時間が取れなかったから

定期的に通院しているから

健康状態に自信があり、必要性を感じないから

必要な時はいつでも医療機関を受診できるから

面倒だから

その他

無回答

回答数：134
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【年齢別 健康診査を受けなかった理由】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 

知らな
かった
から 

時間が
取れな
かった
から 

定期的
に通院
してい
るから 

健康状
態に自
信があ
り、必
要性を
感じな
いから 

必要な
時はい
つでも
医療機
関を受
診でき
るから 

面倒だ
から 

その他 

無回答 

全体 
134 2 42 25 7 19 21 16 2 

100.0 1.5 31.3 18.7 5.2 14.2 15.7 11.9 1.5 

40 歳～44 歳 
26 0 13 1 4 3 3 2 0 

100.0 0.0 50.0 3.8 15.4 11.5 11.5 7.7 0.0 

45 歳～49 歳 
35 0 12 4 0 5 6 8 0 

100.0 0.0 34.3 11.4 0.0 14.3 17.1 22.9 0.0 

50 歳～54 歳 
32 1 11 3 0 7 6 3 1 

100.0 3.1 34.4 9.4 0.0 21.9 18.8 9.4 3.1 

55 歳～59 歳 
14 1 3 4 1 1 2 2 0 

100.0 7.1 21.4 28.6 7.1 7.1 14.3 14.3 0.0 

60 歳～64 歳 
27 0 3 13 2 3 4 1 1 

100.0 0.0 11.1 48.1 7.4 11.1 14.8 3.7 3.7 

無回答 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

〇年齢別では、「４０歳～４４歳」「４５歳～４９歳」「５０歳～５４歳」では「時間が取れなかったから」が、「５５歳～５９歳」
「６０～６４歳」では「定期的に通院しているから」が最も多くなっている。 
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（17）１年以内のがん検診受診について 

問 15 あなたは、１年以内にがん検診を受けましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「いいえ」が53.6％で多く、「はい」は45.7％となっている。 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 はい いいえ 無回答 

全体 
729 333 391 5 

100.0 45.7 53.6 0.7 

男性 
305 107 196 2 

100.0 35.1 64.3 0.7 

女性 
416 222 193 1 

100.0 53.4 46.4 0.2 

その他 
2 1 1 0 

100.0 50.0 50.0 0.0 

無回答 
6 3 1 2 

100.0 50.0 16.7 33.3 

○性別では、「はい」は「男性」が35.1％、「女性」が53.4％で、「女性」が「男性」を18.3 ポイント上回っ

ている。 

（18）がん検診を受けた場所 

問 15－１ （がん検診を受けた方のみ） 

どちらでがん検診を受けましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「職場または健康保険組合が行うがん検診」が 43.8％で最も多く、次いで「人間ドック」が 25.2％で多くなって
いる。 

22.2

43.8

25.2

8.4

0.3

0% 20% 40% 60%

市が行うがん検診

職場または健康保険組合が行うがん検診

人間ドック

その他

無回答

回答数：333

はい

45.7%
いいえ

53.6%

無回答

0.7%

回答数：729
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（19）１年以内の歯科健康診査受診について 

問 16 あなたは、１年以内に歯科健康診査を受けましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「はい」が52.5％で多く、「いいえ」は46.4％となっている。 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 はい いいえ 無回答 

全体 
729 383 338 8 

100.0 52.5 46.4 1.1 

男性 
305 145 157 3 

100.0 47.5 51.5 1.0 

女性 
416 234 179 3 

100.0 56.3 43.0 0.7 

その他 
2 2 0 0 

100.0 100.0 0.0 0.0 

無回答 
6 2 2 2 

100.0 33.3 33.3 33.3 

○性別では、「はい」は「男性」が 52.5％、「女性」が 46.4％で、「男性」が「女性」を 6.1 ポイント上回

っている。 

  

はい

52.5%

いいえ

46.4%

無回答

1.1%

回答数：729
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（20）歯科健康診査を受けた場所・機関 

問 16－１ 歯科健康診査を受けた方のみ） 

どちらで歯科健康診査を受けましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「市内医療機関」が75.2％で最も多く、次いで「市外医療機関」が21.9％で多くなっている。 

 

（21）ものを噛んで食べるときの状態 

問 17 あなたは、ものを噛んで食べるとき、どのような状態ですか。（＊入れ歯を使っても結構です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「何でも噛んで食べることができる」が88.2％で最も多く、次いで「噛めない食べ物が少しある」が8.4％で多く
なっている。 

 
【経年比較】                                    （単位：％） 

 

何でも噛んで食

べることができる 

噛めない食べ物

が少しある 

噛めない食べ物

が多い 

噛んで食べるこ

とができない 無回答 

令和 4 年度調査 

（総数 729） 
88.2 8.4 0.7 0.1 2.6 

令和元年度調査 

（総数 592） 
89.9 7.1 0.7 0.2 2.2 

○前回調査と比較し、大きな変化は見られない。 

  

88.2

8.4

0.7

0.1

2.6

0% 50% 100%

何でも噛んで食べることができる

噛めない食べ物が少しある

噛めない食べ物が多い

噛んで食べることができない

無回答

回答数：729

市内医療機関

75.2%

市外医療機関

21.9%

その他

2.6%

無回答

0.3%

回答数：383
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３ 就労や社会参画などについて 

（１）現在の就労状況 

問 18 あなたは、現在、仕事をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「している」が80.4％で最も多く、「していない」が11.2％、「家事労働をしている」が7.0％となっている。 

 

（２）働き続けたい年齢 

問 18－１ （就労をしている、または家事労働をしている方のみ） 

あなたは何歳ぐらいまで働き続けたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「65 歳くらいまで」が 35.9％で最も多く、次いで「働ける限りずっと続けたい」が 30.5％で

多くなっている。 

  

している

80.4%

家事労働を

している

7.0%

していない

11.2%

無回答

1.4%

回答数：729

10.5

35.9

16.3

30.5

4.9

1.7

0.2

0% 10% 20% 30% 40%

60 歳くらいまで

65 歳くらいまで

70 歳くらいまで

働ける限りずっと続けたい

できればやめたい

その他

無回答

回答数：637
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（３）生きがいを感じることや今後やってみたいこと 

問 19 あなたが現在まで行っていることで、生きがいを感じるのはどんなことですか。また、今後やってみ

たい（続けたい）ことはどんなことですか。（○はそれぞれいくつでも） 

＜現在生きがいを感じること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「家族や孫と過ごすこと（団らん）」が 57.9％で最も多く、次いで「友人や気の合った仲間と

のつきあい」が 52.5％で多く、「働くこと」47.2％等が続いている。 

 

＜今後やってみたい（続けたい）こと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「趣味の活動」51.0％、「健康づくり・体力づくり」49.0％が多く、「友人や気の合った仲間とのつきあい」が
40.1％で続いている。 

 

  

47.2

26.6

28.5

21.9

57.9

52.5

46.6

5.9

2.7

1.6

8.6

0% 50% 100%

働くこと

学習や教養を高めるための活動

健康づくり・体力づくり

スポーツ

家族や孫と過ごすこと（団らん）

友人や気の合った仲間とのつきあい

趣味の活動

社会奉仕（ボランティア）活動

町内会、自治会等の地域活動

その他

無回答

回答数：729

29.4

35.5

49.0

29.1

36.5

40.1

51.0

24.3

9.2

1.8

14.8

0% 50% 100%

働くこと

学習や教養を高めるための活動

健康づくり・体力づくり

スポーツ

家族や孫と過ごすこと（団らん）

友人や気の合った仲間とのつきあい

趣味の活動

社会奉仕（ボランティア）活動

町内会、自治会等の地域活動

その他

無回答

回答数：729
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【性別 現在生きがいを感じること】 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

働
く
こ
と 

学
習
や
教
養
を
高
め
る
た

め
の
活
動 

健
康
づ
く
り
・体
力
づ
く
り 

ス
ポ
ー
ツ 

家
族
や
孫
と
過
ご
す
こ
と

（団
ら
ん
） 

友
人
や
気
の
合
っ
た
仲
間
と

の
つ
き
あ
い 

趣
味
の
活
動 

社
会
奉
仕
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

活
動 

町
内
会
、
自
治
会
等
の
地

域
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
729 344 194 208 160 422 383 340 43 20 12 63 

100.0 47.2 26.6 28.5 21.9 57.9 52.5 46.6 5.9 2.7 1.6 8.6 

男性 
305 148 81 99 94 155 131 159 17 9 4 31 

100.0 48.5 26.6 32.5 30.8 50.8 43.0 52.1 5.6 3.0 1.3 10.2 

女性 
416 194 110 108 65 264 251 180 26 11 8 29 

100.0 46.6 26.4 26.0 15.6 63.5 60.3 43.3 6.3 2.6 1.9 7.0 

その他 
2 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 
6 1 2 0 0 2 0 0 0 0 0 3 

100.0 16.7 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 

○性別では、男性で「スポーツ」の回答割合が女性を大きく上回る一方、女性で「友人や気の合った仲間とのつきあ
い」が男性を大きく上回っている。 

 

【年齢別 現在生きがいを感じること】 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

働
く
こ
と 

学
習
や
教
養
を
高
め
る
た

め
の
活
動 

健
康
づ
く
り
・体
力
づ
く
り 

ス
ポ
ー
ツ 

家
族
や
孫
と
過
ご
す
こ
と

（団
ら
ん
） 

友
人
や
気
の
合
っ
た
仲
間
と

の
つ
き
あ
い 

趣
味
の
活
動 

社
会
奉
仕
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

活
動 

町
内
会
、
自
治
会
等
の
地

域
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
729 344 194 208 160 422 383 340 43 20 12 63 

100.0 47.2 26.6 28.5 21.9 57.9 52.5 46.6 5.9 2.7 1.6 8.6 

40 歳～44 歳 
122 63 43 36 29 79 64 62 6 4 2 8 

100.0 51.6 35.2 29.5 23.8 64.8 52.5 50.8 4.9 3.3 1.6 6.6 

45 歳～49 歳 
156 68 37 40 35 98 83 66 6 2 4 17 

100.0 43.6 23.7 25.6 22.4 62.8 53.2 42.3 3.8 1.3 2.6 10.9 

50 歳～54 歳 
162 72 36 42 36 96 88 82 11 3 2 13 

100.0 44.4 22.2 25.9 22.2 59.3 54.3 50.6 6.8 1.9 1.2 8.0 

55 歳～59 歳 
129 69 31 43 29 74 66 62 7 7 1 9 

100.0 53.5 24.0 33.3 22.5 57.4 51.2 48.1 5.4 5.4 0.8 7.0 

60 歳～64 歳 
156 70 46 45 29 72 79 67 13 4 3 16 

100.0 44.9 29.5 28.8 18.6 46.2 50.6 42.9 8.3 2.6 1.9 10.3 

無回答 
4 2 1 2 2 3 3 1 0 0 0 0 

100.0 50.0 25.0 50.0 50.0 75.0 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

○年齢別では、40歳～44歳で「家族や孫と過ごすこと（団らん）」が、50歳～54歳で「友人や気の合った仲間との
つきあい」が、55歳～59歳では「働くこと」、「健康づくり・体力づくり」が他の年代に比べて多くなっている。 
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【性別 今後やってみたい（続けたい）こと】 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

働
く
こ
と 

学
習
や
教
養
を
高
め
る
た

め
の
活
動 

健
康
づ
く
り
・体
力
づ
く
り 

ス
ポ
ー
ツ 

家
族
や
孫
と
過
ご
す
こ
と

（団
ら
ん
） 

友
人
や
気
の
合
っ
た
仲
間
と

の
つ
き
あ
い 

趣
味
の
活
動 

社
会
奉
仕
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

活
動 

町
内
会
、
自
治
会
等
の
地

域
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
729 214 259 357 212 266 292 372 177 67 13 108 

100.0 29.4 35.5 49.0 29.1 36.5 40.1 51.0 24.3 9.2 1.8 14.8 

男性 
305 75 105 135 103 112 108 158 68 30 7 55 

100.0 24.6 34.4 44.3 33.8 36.7 35.4 51.8 22.3 9.8 2.3 18.0 

女性 
416 139 153 219 107 152 183 212 109 37 6 49 

100.0 33.4 36.8 52.6 25.7 36.5 44.0 51.0 26.2 8.9 1.4 11.8 

その他 
2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 

100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 

無回答 
6 0 1 2 1 2 1 2 0 0 0 3 

100.0 0.0 16.7 33.3 16.7 33.3 16.7 33.3 0.0 0.0 0.0 50.0 

○性別による差異はほとんどみられないが、「働くこと」、「健康づくり・体力づくり」、「友人や気の合った仲間とのつ
きあい」では「女性」が比較的多くなっている。 

 

【年齢別 今後やってみたい（続けたい）こと】 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

働
く
こ
と 

学
習
や
教
養
を
高
め
る
た

め
の
活
動 

健
康
づ
く
り
・体
力
づ
く
り 

ス
ポ
ー
ツ 

家
族
や
孫
と
過
ご
す
こ
と

（団
ら
ん
） 

友
人
や
気
の
合
っ
た
仲
間
と

の
つ
き
あ
い 

趣
味
の
活
動 

社
会
奉
仕
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

活
動 

町
内
会
、
自
治
会
等
の
地

域
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
729 214 259 357 212 266 292 372 177 67 13 108 

100.0 29.4 35.5 49.0 29.1 36.5 40.1 51.0 24.3 9.2 1.8 14.8 

40 歳～44 歳 
122 45 48 62 47 40 44 58 31 16 1 18 

100.0 36.9 39.3 50.8 38.5 32.8 36.1 47.5 25.4 13.1 0.8 14.8 

45 歳～49 歳 
156 46 57 74 46 71 66 78 34 12 2 27 

100.0 29.5 36.5 47.4 29.5 45.5 42.3 50.0 21.8 7.7 1.3 17.3 

50 歳～54 歳 
162 43 49 73 52 57 66 80 37 14 3 32 

100.0 26.5 30.2 45.1 32.1 35.2 40.7 49.4 22.8 8.6 1.9 19.8 

55 歳～59 歳 
129 45 52 65 37 50 52 78 30 14 2 14 

100.0 34.9 40.3 50.4 28.7 38.8 40.3 60.5 23.3 10.9 1.6 10.9 

60 歳～64 歳 
156 34 51 80 28 46 62 76 44 10 5 17 

100.0 21.8 32.7 51.3 17.9 29.5 39.7 48.7 28.2 6.4 3.2 10.9 

無回答 
4 1 2 3 2 2 2 2 1 1 0 0 

100.0 25.0 50.0 75.0 50.0 50.0 50.0 50.0 25.0 25.0 0.0 0.0 

○年齢別では、40歳～44歳で「働くこと」が、45歳～49歳で「家族や孫と過ごすこと（団らん）」、「友人や気の合っ
た仲間とのつきあい」が、55歳～59歳で「学習や教養を高めるための活動」「趣味の活動」が、６０～６４歳で「健
康づくり・体力づくり」が他の年代に比べて多くなっている。 
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（４）ボランティア活動を広げていくため必要と思うこと 

問20 今後、ボランティア活動の輪を広げていくために、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つ

まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ボランティアとボランティアを必要とする人を結びつける仕組みを拡充する」が 49.0％で最も多く、「ボラン

ティア活動に関する相談や拠点となる場所を提供する」36.8％、「ボランティアに経済的負担がかからないよ

うに交通費などの実費を援助する」36.2％が続いている。 

 

  

36.8

15.9

49.0

21.3

30.0

36.2

1.9

11.9

2.3

0% 20% 40% 60%

ボランティア活動に関する相談や

拠点となる場所を提供する

ボランティア研修を開催する

ボランティアとボランティアを必要とする人を

結びつける仕組みを拡充する

ボランティアについての普及啓発

（積極的な呼びかけ）を行う

自分自身の資格・趣味をいかして

活動する仕組みをつくる

ボランティアに経済的負担がかからないように

交通費などの実費を援助する

その他

わからない

無回答

回答数：729
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４ 地域における交流について 

（１）隣近所とのつきあい 

問 21 あなたは、隣近所とどの程度のつきあいをしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「あいさつをする程度」が５４．３％で最も多く、次いで「時々 世間話をする」が２２．４％、「ほとんどつきあいはない」
が１９．６％などとなっている。 

 

【性別 隣近所とのつきあい】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 

お互いに訪問

し合う 

時々世間話を

する 

あ い さ つ を す

る程度 

ほ と ん ど つ き

あいはない 無回答 

全体 
729 22 163 396 143 5 

100.0 3.0 22.4 54.3 19.6 0.7 

男性 
305 5 36 187 76 1 

100.0 1.6 11.8 61.3 24.9 0.3 

女性 
416 17 126 206 65 2 

100.0 4.1 30.3 49.5 15.6 0.5 

その他 
2 0 1 0 1 0 

100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 

無回答 
6 0 0 3 1 2 

100.0 0.0 0.0 50.0 16.7 33.3 

○「あいさつをする程度」は「男性」が「女性」より 11.8 ポイント、「時々 世間話をする」は「女性」が「男性」より大き
く18.5ポイント、「ほとんどつきあいはない」は「男性」が「女性」より9.3ポイント、それぞれ多くなっている。 

 

【経年比較】                                          （単位：％） 

 
合計 

お互いに訪問

し合う 

時々世間話を

する 

あ い さ つ を す

る程度 

ほ と ん ど つ き

あいはない 無回答 

令和４年度調査 

（回答数：729） 
100.0 3.0 22.4 54.3 19.6 0.7 

令和元年度調査 

（回答数：592） 
100.0 2.5  23.5  59.8  13.5  0.7  

○前回調査と比べて、「あいさつをする程度」が5.5ポイント減少し、「ほとんどつきあいはない」が6.1ポイント増加
している。 

 

  

3.0

22.4

54.3

19.6

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

お互いに訪問し合う

時々世間話をする

あいさつをする程度

ほとんどつきあいはない

無回答

回答数：729
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（２）隣近所との交流の希望 

問 22 あなたは、隣近所の方々との交流をどの程度望まれていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「機会があれば関わりたい」が49.7％で最も多く、次いで「あまり関わりたいとは思わない」が38.1％、「関わり
たいとは思わない」が7.8％などとなっている。 

 

【性別 隣近所との交流の希望】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 

積極的に関わ

りたい 

機会があれば

関わりたい 

あまり関わりた

いとは思わな

い 

関 わ り た い と

は思わない 無回答 

全体 
729 24 362 278 57 8 

100.0 3.3 49.7 38.1 7.8 1.1 

男性 
305 3 125 140 34 3 

100.0 1.0 41.0 45.9 11.1 1.0 

女性 
416 21 233 136 23 3 

100.0 5.0 56.0 32.7 5.5 0.7 

その他 
2 0 2 0 0 0 

100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 
6 0 2 2 0 2 

100.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 

○「機会があれば関わりたい」は「女性」が「男性」を15ポイント上回り、「あまり関わりたいとは思わない」は「男性」
が「女性」を13.2ポイント上回っている。 

 

【経年比較】                                          （単位：％） 

 
合計 

積極的に関わ

りたい 

機会があれば

関わりたい 

あまり関わりた

いとは思わな

い 

関 わ り た い と

は思わない 無回答 

令和４年度調査 

（回答数：729） 
100.0 3.3 49.7 38.1 7.8 1.1 

令和元年度調査 

（回答数：592） 
100.0 3.7  57.1  32.9  5.2  0.7  

○前回調査と比べて、「機会があれば関わりたい」が 7.4ポイント減少し、「あまり関わりたいとは思わない」が5.2
ポイント増加している。 

 

  

3.3

49.7

38.1

7.8

1.1

0% 20% 40% 60%

積極的に関わりたい

機会があれば関わりたい

あまり関わりたいとは思わない

関わりたいとは思わない

無回答

回答数：729
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（３）隣近所や地域で高齢者を支えることの必要性 

問 23 独居世帯や高齢者世帯が近年増えていますが、隣近所や地域で高齢者を支えることが必要だと

思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「必要である」が68.9％で最も多く、次いで「わからない」が27.7％、「必要ない」が2.7％などとなっている。 
 

【経年比較】                                          （単位：％） 

 
必要である 必要ない わからない 無回答 

令和４年度調査 

（回答数：729） 
68.9 2.7 27.7 0.7 

令和元年度調査 

（回答数：592） 
73.8  2.5  23.0  0.7  

○前回調査と比べて、「必要である」が4.9ポイント減少し、「わからない」が4.7ポイント増加している。 

 

 

  

必要である

68.9%

必要ない

2.7%

わからない

27.7%

無回答

0.7%

回答数：729
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５ 介護保険制度・高齢者施策について 

（１）介護保険料と介護サービスのあり方について 

問 24 介護保険制度は、40 歳以上の方から保険料を徴収して介護が必要な方にサービスを提供する

費用にあてていますが、保険料と介護サービスのあり方について、あなたのご意見に近いものはどれ

ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「どちらとも言えない」が 47.5％で最も多く、次いで「保険料が多少高くても、使えるサービスが充実していれば
良い」が35.9％、「使えるサービスが多少抑えられても、保険料が安ければ良い」が15.2％などとなっている。 

 

【経年比較】                                         （単位：％） 

 

保険料が多少高くて

も、使えるサービスが

充実していれば良い 

使えるサービスが多

少抑えられても、保

険料が安ければ良い 

どちらとも言えない 無回答 

令和 4 年度調査 

（回答数：729） 
35.9 15.2 47.5 1.4 

令和元年度調査 

（回答数：592） 
37.8  13.0  47.0  2.2  

○前回調査と比べて、大きな差異はみられない。 

 

  

保険料が多少高

くても、使える

サービスが充実

していれば良い

35.9%

使えるサービス

が多少抑えられ

ても、保険料が

安ければ良い

15.2%

どちらとも言え

ない

47.5%

無回答

1.4%
回答数：729
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（２）今後、もし自身が介護が必要になったら 

問 25 今後、もしあなたご自身が介護が必要となった場合、どのようにしたいとお考えですか。 

   （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「介護保険制度のサービスや保健福祉サービスを活用しながらできる限り自宅で介護を受けたい」が 37.4％で
最も多く、次いで「介護保険制度のサービス対象となる介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）、老人保健施設
などに入所したい」が16.9％、「高齢者向けの住宅に移り、介護を受けたい」が13.0％などとなっている。 

 

 

  

4.5

37.4

13.0

9.1

16.9

2.2

2.5

12.5

1.9

0% 10% 20% 30% 40%

家族などを中心にできる限り自宅で介護を受けたい

介護保険制度のサービスや保健福祉サービスを活用しながらで

きる限り自宅介護を受けたい

高齢者向けの住宅に移り、介護を受けたい

軽費老人ホーム（ケアハウス）のような低所得者に配慮した住宅

に移り、介護を受けたい

介護保険制度のサービス対象となる介護老人福祉施設（特別養

護老人ホーム）、老人保健施設などに入所したい

介護は受けたいが、利用料等の負担を考え、介護保険制度の

サービスの利用は控える

その他

わからない

無回答

回答数：729
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（３）家族などの介護の経験の有無 

問 26 あなたは、ご家族などの介護をしたことがありますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○「したことはない」が66.1％で最も多く、次いで「以前したことがある」が22.4％、「現在している」が8.5％など
となっている。 

【性別 家族などの介護の経験】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 現在している 

以前したことが 

ある 
したことはない 無回答 

全体 
729 62 163 482 22 

100.0 8.5 22.4 66.1 3.0 

男性 
305 22 49 225 9 

100.0 7.2 16.1 73.8 3.0 

女性 
416 40 112 253 11 

100.0 9.6 26.9 60.8 2.6 

その他 
2 0 0 2 0 

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 

無回答 
6 0 2 2 2 

100.0 0.0 33.3 33.3 33.3 

○性別では、「現在している」は「女性」が「男性」をやや上回り、「したことはない」は「男性」が「女性」より 13 ポイ
ント、「以前したことがある」は「女性」が「男性」より10.8ポイント、それぞれ上回っている。 

【年齢別 家族などの介護の経験】 

上段：回答数 

下段：割合（％） 
合計 現在している 

以前したことが 

ある 
したことはない 無回答 

全体 
729 62 163 482 22 

100.0 8.5 22.4 66.1 3.0 

40 歳～44 歳 
122 3 16 99 4 

100.0 2.5 13.1 81.1 3.3 

45 歳～49 歳 
156 8 22 121 5 

100.0 5.1 14.1 77.6 3.2 

50 歳～54 歳 
162 19 26 111 6 

100.0 11.7 16.0 68.5 3.7 

55 歳～59 歳 
129 15 39 73 2 

100.0 11.6 30.2 56.6 1.6 

60 歳～64 歳 
156 17 59 75 5 

100.0 10.9 37.8 48.1 3.2 

無回答 
4 0 1 3 0 

100.0 0.0 25.0 75.0 0.0 

○年齢別では、「以前したことがある」は年齢の上昇とともに多くなる傾向がみられ、「したことはない」は年齢の上
昇とともに減少している。  

現在している

8.5%

以前したことが

ある

22.4%

したことはない

66.1%

無回答

3.0%

回答数：729



 

143 

（４）介護を行う上で困っていること 

問 26－１ （介護について「現在している」、「以前したことがある」方のみ） 

介護を行う上で困っていること（困ったこと）について教えてください。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「仕事との両立が難しい」が 63.1％で最も多く、次いで「介護者の心身の負担が大きい」が 57.8％、「早朝・夜
間・深夜などの突発的な対応が大変である」が44.4％などとなっている。 

 

  

16.4

32.4

6.2

57.8

34.7

63.1

44.4

29.3

9.3

15.6

3.6

5.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80%

介護の方法がわからない

本人が介護サービスを利用したがらない

家族や近隣の方などの理解が足りない

介護者の心身の負担が大きい

介護に要する費用がかかりすぎる

仕事との両立が難しい

早朝・夜間・深夜などの突発的な対応が大変である

介護者のリフレッシュのための時間がとれない

医療サービスが必要になった時に、相談先がない

気軽に相談できる人や場所がない

その他

特にない

無回答

回答数：225
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【性別 介護を行う上で困っていること】 

上段： 

回答数 

下段： 

割合（％） 

合
計 

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い 

本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
が

ら
な
い 

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理
解
が
足
り

な
い 

介
護
者
の
心
身
の
負
担
が
大
き
い 

介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る 

仕
事
と
の
両
立
が
難
し
い 

早
朝
・夜
間
・深
夜
な
ど
の
突
発
的
な
対

応
が
大
変
で
あ
る 

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
時
間
が

と
れ
な
い 

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
、

相
談
先
が
な
い 

気
軽
に
相
談
で
き
る
人
や
場
所
が
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 
225 37 73 14 130 78 142 100 66 21 35 8 12 3 

100.0 16.4 32.4 6.2 57.8 34.7 63.1 44.4 29.3 9.3 15.6 3.6 5.3 1.3 

男性 
71 17 19 2 39 21 45 32 18 4 11 1 3 2 

100.0 23.9 26.8 2.8 54.9 29.6 63.4 45.1 25.4 5.6 15.5 1.4 4.2 2.8 

女性 
152 20 53 12 90 57 96 67 47 16 24 7 9 1 

100.0 13.2 34.9 7.9 59.2 37.5 63.2 44.1 30.9 10.5 15.8 4.6 5.9 0.7 

その他 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 
2 0 1 0 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 

100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

○性別では、「介護の方法がわからない」では「男性」が「女性」を10.7ポイント、「本人が介護サービスを利用した
がらない」では「女性」が「男性」を8．1ポイント上回っている。 

【年齢別 介護を行う上で困っていること】 

上段： 

回答数 

下段： 

割合（％） 

合
計 

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い 

本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
が

ら
な
い 

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理
解
が
足
り

な
い 

介
護
者
の
心
身
の
負
担
が
大
き
い 

介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る 

仕
事
と
の
両
立
が
難
し
い 

早
朝
・夜
間
・深
夜
な
ど
の
突
発
的
な
対

応
が
大
変
で
あ
る 

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
時
間
が

と
れ
な
い 

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
、

相
談
先
が
な
い 

気
軽
に
相
談
で
き
る
人
や
場
所
が
な
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 
225 37 73 14 130 78 142 100 66 21 35 8 12 3 

100.0 16.4 32.4 6.2 57.8 34.7 63.1 44.4 29.3 9.3 15.6 3.6 5.3 1.3 

40 歳 

～44 歳 

19 5 4 2 13 8 14 6 7 2 9 0 1 0 

100.0 26.3 21.1 10.5 68.4 42.1 73.7 31.6 36.8 10.5 47.4 0.0 5.3 0.0 

45 歳 

～49 歳 

30 5 8 3 19 12 24 15 11 2 4 1 2 1 

100.0 16.7 26.7 10.0 63.3 40.0 80.0 50.0 36.7 6.7 13.3 3.3 6.7 3.3 

50 歳 

～54 歳 

45 9 17 4 24 13 30 22 12 5 9 3 0 0 

100.0 20.0 37.8 8.9 53.3 28.9 66.7 48.9 26.7 11.1 20.0 6.7 0.0 0.0 

55 歳 

～59 歳 

54 7 12 2 34 19 35 24 13 5 4 2 4 1 

100.0 13.0 22.2 3.7 63.0 35.2 64.8 44.4 24.1 9.3 7.4 3.7 7.4 1.9 

60 歳 

～64 歳 

76 11 32 3 40 26 39 33 22 6 9 2 5 1 

100.0 14.5 42.1 3.9 52.6 34.2 51.3 43.4 28.9 7.9 11.8 2.6 6.6 1.3 

その他 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

○年齢別では、「仕事との両立が難しい」「介護に要する費用がかかりすぎる」は若い年代において比較的多く、「本
人が介護サービスを利用したがらない」は「60歳～64歳」で特に多くなっている。 
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（５）介護予防・日常生活支援総合事業の認知状況 

問 27 介護予防・日常生活支援総合事業についてうかがいます。介護予防・日常生活支援総合事業は、

65 歳以上のすべての方の日常生活の支援を目的とした事業です。 

  本市では、下記の取組を行っておりますが、ご存じですか。（それぞれ○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○いずれも「知らない」が「知っている」を大きく上回っている。「知っている」は「生活支援や見守り・介護予防のた
めの訪問や通所の支援（要介護認定にかかわらず利用可能な場合あり）」が23.3％、「住民組織やNPOが主体
となった、集いの場やサービス提供（要介護認定にかかわらず利用可能な場合あり）」が11.8％となっている。 

 

 

（６）地域のボランティア活動に支援者として参加する意思 

問 28 支援を必要とする高齢者を支える地域のボランティア活動があれば、あなたはその活動に支援者と

して参加してみたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「参加したくない」が51.2％で最も多く、次いで「参加してもよい」が41.7％などとなっている。 

  

1.9

41.7

51.2

0.1

5.1

0% 20% 40% 60%

是非参加したい

参加してもよい

参加したくない

既に参加している

無回答

回答数：729
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（７）支援者として参加したい地域のボランティア 

問 28－１ （地域のボランティアに「是非参加したい」、「参加してもよい」方のみ） 

支援を必要とする高齢者を支える地域のボランティア活動では、支援者としてどの活動に参加し

たいですか。また、どの活動に参加していますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「見守り活動（日常の声掛けなど」が７４．６％で最も多く、次いで「介護保険施設や介護事業所でのボランティア
（話し相手、レクリエーションの補助、職員の補助など）が２７．０％、「生きがいづくりのお手伝い（趣味サークルの
実施など）」が２６．３％などとなっている。 

 

 

 

  

74.6

12.9

25.4

19.4

26.3

27.0

1.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80%

見守り活動（日常の声掛けなど）

家事のお手伝い（食事のお届け、炊事、

掃除、洗濯、困りごとへの対応など）

外出のお手伝い（病院の付き添いなど）

健康づくりのお手伝い（転倒予防体操・

ウォーキングの実施など）

生きがいづくりのお手伝い

（趣味サークルの実施など）

介護保険施設や介護事業所でのボランティア（話し相手、

レクリエーションの補助、職員の補助など）

その他

無回答

回答数：319
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（８）高齢者外出支援事業の認知度 

問 29 高齢者外出支援事業についてうかがいます。 

      市では、高齢者が自宅に引きこもらず気軽に外出し、健康で自分らしい生活を送っていただくこと、

また、経済的負担の軽減を目的として在宅で生活する 75 歳以上の非課税世帯に対して、高齢者

外出支援事業として、1枚 500円のタクシー券を月3枚（年間最大36枚）、交付していますがご

存じでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「知らなかった」が84.1％、「知っていた」が12.8％などとなっている。 

 

（９）高齢者外出支援事業についての情報の入手先 

問 29－１ （高齢者外出支援事業について「知っていた）方のみ） 

本事業を何で知りましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「親族・友人・知人からの情報」が 52.7％で最も多く、次いで「市役所（広報習志野・ホームページ・市からのお知

らせ）」が37.6％、「その他」が6.5％などとなっている。 

 

  

知っていた

12.8%

知らなかっ

た

84.1%

無回答

3.2%

回答数：729

37.6

52.7

3.2

6.5

0.0

0% 20% 40% 60%

市役所（広報習志野・ホームページ・市からの

お知らせ）

親族・友人・知人からの情報

高齢者相談センター（地域包括支援センター）

その他

無回答

回答数：93
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（１０）今後の高齢者外出支援事業の見直しについて 

問30 より良い高齢者の外出支援策とするには、今後どのような事業の見直しを行うのが良いと思います

か。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「タクシー券に代わるものとして、タクシー利用に加えて電車・バス・コミュニティバスなど公共交通全般にも利用
できる助成にしてほしい」が70.9％で最も多く、次いで「現状のタクシー券のまま維持してほしい」が20.7％な
どとなっている。 

 

（１１）高齢者ドライバーの運転免許証自主返納について 

問 31 近年、高齢者ドライバーが当事者となる痛ましい事故が多発し、運転免許証の自主返納に大きな

関心が集まっています。本市の公共交通は比較的充実していることから、現時点でタクシー券等の支

給は行っていませんが、今後、運転免許証を自主返納した方に対する税金を使った支援は必要であ

ると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「必要である」が67.4％、「必要ない」が15.4％、「わからない」が15.4％などとなっている。 

  

現状のタクシー券

のまま維持してほ

しい

20.7%タクシー券に代わ

るものとして、タク

シー利用に加えて

電車・バス・コミュ

ニティバスなど公

共交通全般にも利

用できる助成にし

てほしい

70.9%

その他

5.1%

無回答

3.3%

回答数：729

必要である

67.4%

必要ない

15.4%

わからない

15.4%

無回答

1.9%

回答数：729
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（１２）運転免許証を自主返納した方に必要な支援 

問 31－１ （運転免許証を自主返納した方に対する支援が「必要である」と思う方のみ） 

どのような支援が必要であると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「バス券の支給、定期券購入費の助成」が 45.4％で最も多く、次いで「タクシー券の支給」が 40.7％、「免許返
納にかかる証明書などの発行手数料の助成」が11.0％などとなっている。 

 

 

 

  

40.7

45.4

11.0

2.4

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

タクシー券の支給

バス券の支給、定期券購入費の助成

免許返納にかかる証明書などの発行手数料の助成

その他

無回答

回答数：491
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（１３）高齢者が地域で在宅生活を続けるために必要な施策 

問 32 あなたは、高齢者が住み慣れた地域で在宅生活を続けていくために、主としてどのような市の施策

が必要であると考えますか。（○は５つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「24時間いつでも在宅で受けられる介護・看護サービスの充実」が39.9％で最も多く、次いで「配食サービスな
どの生活支援」が39.2％、「困ったときに気軽に相談できる窓口の充実」が36.5％、などとなっている。 

  

39.9

32.1

34.0

28.3

39.2

31.8

32.2

14.8

23.0

19.2

18.4

9.6

36.5

9.9

1.2

0.7

11.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

24 時間いつでも在宅で受けられる介護・看護サービスの充実

自宅など本人が望む場所で看取りが

できる在宅医療の充実

多様な介護サービスを一体的に受けられる

複合型サービスの充実

日常生活を支援するサービスの付いた

高齢者用住宅の充実

配食サービスなどの生活支援

緊急通報装置など安否確認システムの

設置支援や見守り体制の構築

外出時の移動支援

持ち家のバリアフリー化の推進等の

安心・安全な住まいづくりの支援

高齢者の働く場の充実

高齢者が交流するための場の充実

趣味や社会活動などの生きがい対策の充実

高齢者に役立つ情報提供の充実

困ったときに気軽に相談できる窓口の充実

介護予防や要介護状態等の軽減、悪化の防止のための

健康づくりの事業・保健事業の充実

その他

特にない

無回答

回答数：729
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６ 将来の不安、備えについて 

（１）将来の不安 

問 33 あなたは、ご自分の将来についてどんな不安がありますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「自分や家族の健康や病気のこと」が61.2％で最も多く、次いで「自分や家族の身体が不自由になり介護が必要
となること」が52.3％、「生活のための収入のこと」が46.4％、「大地震などの災害が起こること」が24.7％など
となっている。 

 

  

61.2

52.3

46.4

4.3

4.1

24.7

1.8

2.9

15.9

11.0

18.2

9.2

0.8

3.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

自分や家族の健康や病気のこと

自分や家族の身体が不自由になり介護が必要と

なること

生活のための収入のこと

財産管理や相続のこと

だまされたり犯罪に巻き込まれたりすること

大地震などの災害が起こること

人（近隣、親族、友人）とのつきあいのこと

家族との人間関係のこと

頼れる人がいなくなって一人きりになること

社会の仕組み（法律、社会保障、金融制度）が

大きく変わってしまうこと

もの忘れなどにより自分に自信が持てなくなること

自分が死亡した後の手続き（葬儀、遺品の整理

等）のこと

その他

特にない

無回答

回答数：729
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【年齢別 将来の不安】 

上段： 

回答数 

下段： 

割合

（％） 

合
計 

自
分
や
家
族
の
健
康
や
病
気
の
こ
と 

自
分
や
家
族
の
身
体
が
不
自
由
に
な
り
介
護
が
必
要

と
な
る
こ
と 

生
活
の
た
め
の
収
入
の
こ
と 

財
産
管
理
や
相
続
の
こ
と 

だ
ま
さ
れ
た
り
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と 

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
る
こ
と 

人
（近
隣
、
親
族
、
友
人
）と
の
つ
き
あ
い
の
こ
と 

家
族
と
の
人
間
関
係
の
こ
と 

頼
れ
る
人
が
い
な
く
な
っ
て
一
人
き
り
に
な
る
こ
と 

社
会
の
仕
組
み
（法
律
、
社
会
保
障
、
金
融
制
度
）が
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と 

も
の
忘
れ
な
ど
に
よ
り
自
分
に
自
信
が
持
て
な
く
な
る

こ
と 

自
分
が
死
亡
し
た
後
の
手
続
き
（葬
儀
、
遺
品
の
整
理

等
）の
こ
と 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 
729 446 381 338 31 30 180 13 21 116 80 133 67 6 22 12 

100.0 61.2 52.3 46.4 4.3 4.1 24.7 1.8 2.9 15.9 11.0 18.2 9.2 0.8 3.0 1.6 

40 歳 

～44 歳 

122 82 51 53 3 11 35 3 4 17 12 13 16 0 7 2 

100.0 67.2 41.8 43.4 2.5 9.0 28.7 2.5 3.3 13.9 9.8 10.7 13.1 0.0 5.7 1.6 

45 歳 

～49 歳 

156 94 78 84 7 8 36 2 4 28 9 22 16 4 4 3 

100.0 60.3 50.0 53.8 4.5 5.1 23.1 1.3 2.6 17.9 5.8 14.1 10.3 2.6 2.6 1.9 

50 歳 

～54 歳 

162 104 93 78 5 7 43 3 3 30 19 31 10 0 3 1 

100.0 64.2 57.4 48.1 3.1 4.3 26.5 1.9 1.9 18.5 11.7 19.1 6.2 0.0 1.9 0.6 

55 歳 

～59 歳 

129 75 71 60 5 2 29 3 4 21 23 26 14 2 1 1 

100.0 58.1 55.0 46.5 3.9 1.6 22.5 2.3 3.1 16.3 17.8 20.2 10.9 1.6 0.8 0.8 

60 歳 

～64 歳 

156 89 84 61 11 2 37 2 6 18 17 40 10 0 7 5 

100.0 57.1 53.8 39.1 7.1 1.3 23.7 1.3 3.8 11.5 10.9 25.6 6.4 0.0 4.5 3.2 

無回答 
4 2 4 2 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 0 

100.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 

○「自分や家族の健康や病気のこと」、「自分や家族の身体が不自由になり介護が必要となること」、「生活のための
収入のこと」はすべての年代にわたり多くなっている。「もの忘れなどにより自分に自信が持てなくなること」は高
い年齢層において多く、年代の上昇とともに回答割合も多くなっている。 
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（２）将来、老後の生活に備えて現在していることや必要だと思うこと 

問 34 あなたは、ご自分の将来、特に老後の生活に備えて、現在どのようなことをしていますか、またはど

のようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「健康を維持・増進すること」が 66.9％で最も多く、次いで「生活していくための収入源や貯蓄などを確保するこ
と」が58.3％、「趣味を持つこと」が38.0％などとなっている。 

 

  

25.0

19.1

38.0

66.9

58.3

2.9

4.9

7.0

1.8

6.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

友人や仲間づくりをすること

仕事を継続するための専門的技能・知識を

習得すること

趣味を持つこと

健康を維持・増進すること

生活していくための収入源や貯蓄などを確

保すること

高齢者になっても暮らしやすいよう家の改築

をすること

高齢者向けの住宅を探すこと

料理や洗濯など、日常生活に必要な生活技

術を身に付けること

その他

特にない

無回答

回答数：729
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（３）緊急時に必要な手続き・金銭管理をしてくれる身内の有無 

問 35 あなたの身に緊急事態が起きた時（事故等による介護を要する状態、認知症などに、必要な手続

きや金銭管理をしてくれる身内の方はいますか。いる場合は、主にどなたですか。（○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「配偶者」が65.4％で最も多く、次いで「兄弟姉妹」が8.2％、「同居の子ども」が7.4％、などとなっている。 

 

【性別 緊急時に必要な手続き・金銭管理をしてくれる身内】 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

配
偶
者 

同
居
の
子
ど
も 

別
居
の
子
ど
も 

親 兄
弟
姉
妹 

甥
ま
た
は
姪 

そ
の
他 

い
な
い 

無
回
答 

全体 
729 477 54 27 39 60 4 3 53 12 

100.0 65.4 7.4 3.7 5.3 8.2 0.5 0.4 7.3 1.6 

男性 
305 205 7 11 26 28 1 1 23 3 

100.0 67.2 2.3 3.6 8.5 9.2 0.3 0.3 7.5 1.0 

女性 
416 269 46 16 12 31 3 2 30 7 

100.0 64.7 11.1 3.8 2.9 7.5 0.7 0.5 7.2 1.7 

その他 
2 0 1 0 0 1 0 0 0 0 

100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

無回答 
6 3 0 0 1 0 0 0 0 2 

100.0 50.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 

○「配偶者」は「男性」が「女性」をやや上回り、「同居の子ども」は「女性」が「男性」より8.8ポイント、「親」は「男性」
が「女性」より５．６ポイント多くなっている。 

  

65.4

7.4

3.7

5.3

8.2

0.5

0.4

7.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

親

兄弟姉妹

甥または姪

その他

いない

無回答

回答数：729
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【年齢別 緊急時に必要な手続き・金銭管理をしてくれる身内】 

上段：回答数 

下段：割合 

（％） 

合
計 

配
偶
者 

同
居
の
子
ど
も 

別
居
の
子
ど
も 

親 兄
弟
姉
妹 

甥
ま
た
は
姪 

そ
の
他 

い
な
い 

無
回
答 

全体 
729 477 54 27 39 60 4 3 53 12 

100.0 65.4 7.4 3.7 5.3 8.2 0.5 0.4 7.3 1.6 

40 歳～44 歳 
122 74 6 0 18 13 0 1 8 2 

100.0 60.7 4.9 0.0 14.8 10.7 0.0 0.8 6.6 1.6 

45 歳～49 歳 
156 108 9 1 11 8 0 1 16 2 

100.0 69.2 5.8 0.6 7.1 5.1 0.0 0.6 10.3 1.3 

50 歳～54 歳 
162 116 11 3 6 13 0 0 11 2 

100.0 71.6 6.8 1.9 3.7 8.0 0.0 0.0 6.8 1.2 

55 歳～59 歳 
129 86 9 8 2 14 1 1 7 1 

100.0 66.7 7.0 6.2 1.6 10.9 0.8 0.8 5.4 0.8 

60 歳～64 歳 
156 91 18 15 1 12 3 0 11 5 

100.0 58.3 11.5 9.6 0.6 7.7 1.9 0.0 7.1 3.2 

無回答 
4 2 1 0 1 0 0 0 0 0 

100.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

○「配偶者」はすべての年代にわたり多くなっている。また、「同居の子ども」、「別居の子ども」は年齢に比例して多く
なっている。 

 

（4）成年後見制度の認知度 

問 36  あなたは「成年後見制度」について、どの程度ご存知ですか。（○は１つ） 

      「成年後見制度」とは、認知症や障がいなどにより、判断能力が十分でない方が不利益を被らな

いように家庭裁判所へ申立てをして、その方の権利を守る援助者を選び、法律的に支援する制度

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「名称のみ知っている」が 43.3％で最も多く、次いで「制度の概要を理解している」が 31.3％、「全く知らない」
が22.8％などとなっている。 

  

1.9

31.3

43.3

22.8

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

制度の手続きをしたことがある、

または検討している

制度の概要を理解している

名称のみ知っている

全く知らない

無回答

回答数：729
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（５）自由意見・要望 

◎最後に、市の高齢者保健福祉施策について、ご意見、ご要望がありましたら自由にご記入ください。 

【記述内容（主なもの）】（年齢／性別） 

  ○高齢者が住みやすい、とは恐らく、コミュニティが最寄にあり、気軽に楽しく出かけられる「場」

があることだと思います。日々の楽しみとなることで生きがいになったりできれば、と願います。そ

のサポートをして頂けたら良いと思います。（60 歳～64歳／女性） 

 ○利用できるサービスなどたくさんあるようですがそれを知らない高齢者は多いと思います。他人

などから聞いてはじめて知るのではなくて、高齢者支援課などから個別にサービス内容を知ら

せてもらえるようになるといいと思います。一人暮らしの高齢者でどこに相談していいのかわか

らなくて困っている方たくさんいると思います。（60 歳～64歳／男性） 

 ○このアンケートを通して習志野市の支援サービスを新たに知ることができ、有意義でした。実際

にサービスを利用する高齢者の世代に声を聞くことも大切ですが、親世代が高齢者の世代にど

んなサービスがよりよいかを今回のようにヒアリングすることで現実的なサービスになると思い

ます。（50 歳～54歳／女性） 

 ○親の介護がはじまって、相談センターの人はとても親切に相談にのってくれた。が、正直制度は

よくわからない。助けてもらいたくて初めて介護制度の複雑さや条件、ハードルの高さを感じた。

老人も 1個人で同じ環境はないのだからプロの意見や提案を受ける場が少ない。ケアマネにも

差がある。個人個人で希望可能な介護内容や金額がわかるもの、又はおおよその事を教えてく

れる窓口がほしい。（60 歳～64歳／女性） 

 ○高齢者の仲間作りや、交流できる場所をたくさん作ってほしいです。介護保険施設を増やして

ほしいです。（60 歳～64歳／女性） 

 ○今後、認知症などの高齢者が増えていきます。その際習志野市役所にはお世話になることが多

いと思います。そうならないように私も気をつけますが、市役所の皆様も身体に気をつけて、よい

町づくりが出来るようにお願いします。（55 歳～59歳／女性） 

 ○今回のアンケートで、実施されている施策についてあまり知らないことが分かりました。勉強不

足もあると思いますが、応報活動に力を入れていただけるようお願いします。（50 歳～54 歳／

女性） 

 ○今回アンケートに答えてみて、自分自身が高齢者になるにあたっての心の準備ができていない

と思いました。幸いにも、まだ働き盛りの状態なのですが、市の高齢者保健福祉施策についての

概要がわかればよいと思いました。（55 歳～59歳／男性） 

 ○高齢者のそれぞれの個人的に使える制度、サービスを市の方から提供していただけると有り難

いと思います。なかなか自分で調べたりするのもむずかしくなると思うので、今の状態で利用で

きるサービスなどをわかりやすく教えてほしいと思います。（55 歳～59歳／女性） 

 ○専門的な知識や技術をもった高齢者が無理なく能力を発揮できるような仕事の機会があれば、

と思います。また、軽度の認知症の方々がサポートを受けながら働いたり、気軽に集まって話をし

たり遊んだりできるコミュニティが増えると、心の健康の改善につながるのではないかと考えて

います。「シルバー人材は草取り」のように、高齢者の扱いを一律にするのではなく、個人個人に

応じた生きがい対策が充実すると、高齢者以外の人にとっても学んだり生きがいを感じたりする

ことが増えるように思います。（40 歳～44歳／女性） 

  


